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対す る κ姻 直は，そ れ ぞ れ，2．5 × le”6M
，
　 Ll × 10−6

M
，
5．Ox10 −7M

で，　 Typ 　II （分子 量 の 小 さ い成分）

の 上 記基質 に 対 す る Km 値 は， それ ぞ れ，3．Ox10 −6

M
，
53 × 10−sM ，1．Ox10 −sM

で あ っ た．4）

　PseZtdemenas　evalis の マ ロ ン 酸脱炭酸酵素の 部分精製

標品を使 っ た，マ ロ ン 酸 を 基 質 と した 時の 反応で は，

ア セ チ ル GoA が生成 さ れ る．第
一

段 反 応生成物で あ

る マ ロ ニ ル CoA は わずか しか
“
trap

”
さ れ ず ， 活性

化反応と脱炭酸反 応が同時に 進行す る こ と，
ヒ ドロ キ

シ マ ロ ン 酸 は，活 性化 反 応 を 拮抗 的 に 阻害す る こ と等

が 明 らか に され た．5）
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酵素関 係特許公告

麹 の 製 造 法 ：小 麦 に 生 理 的塩基性物質を

添加 した後， 大豆 と混合 して 製麹す る と

き， ア ル カ リ性プ ロ テ ァ
ーゼ 活性は増大

す る，

ア ミ ラ
ー

ゼ の 精製法 ：小麦麩， 生か ん し

ょ か ら水抽出したβ一ア ミ ラ
ーゼ 粗酵素液

を ， カ オ リン ま た は活 性白土 処理 して 精

製す る．

酵素溶液 の 濃縮法 ：酵素水溶液 に タ ン ニ

ン酸を加え，不 溶性酵素
一
タ ン ニ ン酸複

合物を回収 し， タ ン ニ ン 酸を 吸着除去 し

て 酵素の 濃厚液をえ る．

蛋 白質 の 富化法 ：酵素活性 蛋 白質 の 溶液

を水溶性 ポ リエ チ レ ン イ ミ ン を使 用 して

高濃化す る．

無菌酵素剤 の 製 造 法 ：酵素剤 に コ バ ル ト

60を照射 して 混在す る雑菌 を 殺滅す る．

卵白リゾ チーム 製造法 ： 卵白中の リゾチ

ーム を ゲ ル カ チ オ ン 交換 体 に特異的に 吸

着させ ， 0．3M 以上の 食塩水で 溶離 させ

る．　　　　　　　 （理 研
・上山英夫）

8． 菌　体　 生　 産

VIII ．　 Biomass　 Production

8−1　各種化合物の資化菌 の検索 と代謝機構

　小玉 ， 京野
1・2｝ は 本邦産の 樹液酵母 に つ い て 検索 を

行 い ，
SaccharomJces

，
　Schizosaccharomyces，　Pichia，　Debar−

pamJces，　 HansenUla，　 Klayveromコces ，
　 Nadsonia，　 Hansenia・

sPora 」Arthreascusの 有胞子性の 各属 に 属 す る酵母 を 分

離同定 し， 新種 と して 長崎県 の ツ バ キ の 樹液よ り分離

した Piehia　naganishii 　KODAMA 　sp ．　n ，宮崎県の モ チ ノ

キ の 樹液 よ り分 離 した KtUJoeromJces　waltii 　KODAMA 　sp ．

n ・
， 愛媛県の ミ ヅ メ の 樹液よ り分離 した Pichla　 verouae

KODAMA 　sp ．　n ．を報告 して い る．　 Itoら s）は 放射 線 に

抵抗性 を有す る 無胞子酵母 を 同 定 し新種 と して Tn
’−

ehesPeron 　eryzae 　nov ．　sp ．と命名 した ．

　武田 ら
4｝ は メ タン 資化細菌 の 新種として Methane−

menas 　margaritae 　sp ．　 n ．　TAKEDA 　et 　al．を 分離 ， メ タ ン，

メ タ ノ
ー

ル の みを炭素源 として生育 し，オ キ シ ダーゼ

陰性，運 動性なく，正常な 生 育 に 微量の 銅 イオ ン を要

求す る こ とが特徴的な グ ラム 陰性菌で ある．Kato ら
5｝

は メ タ ノ ール 資化酵母と して Pichia　 methanotica
，
　PiChia

Pastoris，　Candida　boidiniiを 分離 して い る．　 Yokote ら6）

は土壌 よ り分離 した メ タ ノ
ー

ル 資化酵母の 新種 と し

TorulePsis　 methanoserbosa 　ABE 　 et　 YOKOI 　E　 sp ．　 n ，と

ToraloPsis　methanomerogii 　ABE　et　YoKoTE 　sp ．　n ．を分離

命名し，培養条件 を 検討 して い る．Kato ら
7） は メ タ

ノール 資化 の放線菌 StrePtemJce5　sp ．　no ．239 を分離 し

て い る． Fujiiらe｝11）は メ タ ノ
ー

ル 資化酵母 （二andida

N −16の 同化代謝経路の研究を 行 い ，
Hexose 　ph ・sphate

の 経路 に よ っ て メ タ ノ ール は 同化 さ れ る こ とを 明 らか

に し，ま た ホ ル ム ア ル デ ヒ ドの 酸化 は 脱水素酵素の ほ

か に 酸素依存性 の ホ ル ム ァ ル デ ヒ ド酸化酵素系の 存在

を 推定 して い る．
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　 Ueno ら
12−14）は n一パ ラ フ ィ ン よ り SCP 生産 を 目的

に 37℃ で 生育す る酵母 を 分 離 し，そ の中の一
種 は新

種 とみ なし Candida　koJiLensis　GoTo 　et　AsAi，　sp ．　n ．と命

名 し，同菌 に っ い て の工 業生 産 の た め の培養条件の 検

討 を行い ， また n一パ ラ フ ィ ン の 資化性に つ い て 調べ ，

従来報告されて い る n一パ ラフ ィ ン 資化酵母と同様な性

質を持 っ て い る こ とを述べ て い る．Teranishi ら
15

・
16 ｝

は Candidh　tropiCalisの 一種を用 い グル コ ース 生育菌と

炭化水素生育菌との 呼吸 活性お よ び チ トク ロ
ーム 含量

を調 べ ，グ ル コ ース 生 育菌 は増殖 期 に 呼吸 活 性 は 高 く，
一
方炭化水素生育菌は チ トク ロ ーム a，b，　 c が多 くシ

ア ン に 対 し鋭敏 に 呼吸が阻 害され る などの 差を明らか

に して い る．Goma ら
1η は CantlidU　 IJPolyticaの 生育

中 に お け る n一ア ル カ ン の 同化 性 と溶解性 につ い て 動力

学的解析を 行 い ， 使用 した 炭化水素 に よ っ て それ ぞ れ

溶解性に 特異性が 生 ず る こ とを 認 めて い る．

　 こ の 炭 化 水素 資化菌 と して Hattori
，
　 SuzUki18） は

Candida　zeitamoides　1（よるマ ニ ト
ー

ル の 生産条件の 検討 ，

Nakajima ら
19）の Pristane（2，6，

10
，
14−tetramethylpen −

tadecane ）資化菌 の 研究，　Jigamiら20）の ア ル キ ル ベ ン

ゼ ン に 生育す る Psettdomonas　desmol7ticaの 一種 に よ る

菌株の n一ブ チ ル ベ ン の 分解機構の 研 究 が ある．

　Endo ら
21） は池 よ り heterotrophicの 条件 で 生育の

早 い cntoreUa　 regUtaris を分離 し培養条 件を 検討 し

autotrophic で は μ皿 ax 　O．3　hr ユ，　 heterotrophicで は

O．28hr −1
，
　mixotrophic で は 0．45hr1 で あ っ た．Naka −

yama ら
22）は有機栄養と光が存在 し嫌気条件で生育す

る単細胞藻類 を分離 し，そ の 生 育 の 機構を 検 討 して い

る・ Satoh ら
23） は脱窒素能を有す る光合成細菌 Rhe−

dePsetidemenas　sPhaereides 　lcif似 の菌を分離 して い る．

8−2　菌体培養 ， そ の 他

　入江 ら
24）は乳酸菌 StrePtecoccus　cremoris を pH 　6．0〜

6．2 で pH ス タ ッ トを組 立 て 培養を 行 い ］  Tp に よ り

菌体収量を譁価す る有用性 につ い て論 じて い る．

　中村 ら25）は 水素細菌 Hydrogenomanas の
一

種を用 い

大量培養法として autotrophic に生育す る条件に っ い

て検討 し， また 窒素固定 と Mo
，
　Fe

，
　Zn の 金属 塩 との

関連を 明 らか に して い る．

　福岡 ら
2G・27｝ はメ タ ン 資化菌 の 菌体生産を 目的 に 培

養を行い，μ ma ；　O．106　hrl，　 YcH，
　O．58

，
　 Yo2　O．18 で 物

質収支は次 の 如 し．

　　　9CH4 十 1302

　　　　
− FC4HsO2 十 5COx 十 14H20 十 ユ，450kcal

　　　　　 菌　体

ま た 1．0〜 3．Okglcm2 に 加圧 す る こ と に よ り菌体生産

能が O・17gtt・hr よ り 031 〜0・32g μ・hr に 向上 しそ の 効

果を認めて い る．

　芝崎 ら
28 ）は ア ル コ

ー
ル 資化酵母 Hansenala　sp ．の 菌

体 よ り60％ の 収率 で 蛋白を 分離 ， 核酸 の 除去の 条件に

つ き検討 して い る．

　以上の 他各種原料 よ り SCP に 関 して総 説 が 出 され

て い る．29
−42 ｝　　　　　　　 （微 工 研　福岡誠
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特　許　公　告

炭 化水素発 酵法

（炭化水素 の 供給方法）

酵 母 菌体 製造 の 方 法

（炭化水素資化酵母と非資化酵母との 混

合培養法）

菌体の 製造法

（メ タ ノ ール 資化菌 Protaminobaeter　ruber

の 培養法）

微生物菌体生産法

（メ タ ノ
ー

ル 資化菌 Psendontonas　 metdyt −

Philusの 培養法）

石油溜分か ら直鎖状炭化水素を除去す る

方法

（直鎖状パ ラ フ ィ ン系炭化水素 を 除去 し，

食用酵母 を生産する 方法）

微 生 物 の 培養 に よ っ て 石 油 溜 分 か ら直鎖

状炭化水素を除去する 方法

（重 溜分 を直鎖状炭化水素資化微生物 で

処 理 して 除 去 し軽溜分を 配 合す る方法）

微生物 の段階的増殖法

（直鎖状パ ラ フ ィ ン 系炭化水素を用 い て

酵母 を 段階的 に増殖 させ る方法 ）

菌体を好気培養す る方法

（炭化水素また は油脂類を 炭素源 とす る

と き培養槽 内 に 還 流管 を 付設 し通 気 効 率

をあげる方法）

9． 廃　 水　処　 埋

IX 　 Waste 　 Treatment

9−1　好 気 的処 理 法

　前田 ら1）は絹 の 精練廃水 の 活性汚泥法 に よ る処理 に

つ い て 検討した．まず ， 前処理 と して 廃水 に 硫酸を添

加 して 生成 す る沈 殿 物を除去 し，つ い で ， そ の 上澄液

を活性汚泥法 に よ っ て 処 理 した．前 処 理 に お け る酸性

化 の 最適 pH は 3．　O〜3．5で，沈 殿 物 の主 な 成分は非 イ

オ ン 界 面活性剤 とセ リシ ン と考 え られ る．こ の 前処理

に よ っ て 原廃水 の CODcr 値 は 約50％ 減少 した．上澄

液の 活性汚泥処理 にお い て は リン 酸塩 の 添加が 効果的

で あ り， pH は 8．6，温 度 は 36℃ 付近 が 最 適 で あ っ た．

ま た，動力学的定数 として 最大比増殖速度 ， 菌体収率

係数，飽 和 定数及 び 自己酸化係数を回分試験 に よ っ て

求めた．こ れらの 値を基礎 に して MLSS を 2
，
600　ppm ，

希釈率を 118hr1 と し，
　 COD 。 r 負荷 0．69〜2．Okg ・kg・

MLSS −1・day一ユ
の 範囲で 連続試験 を 行 っ た結果，　 SVI

は終始 80ml ・g
『1 を示 し，

　 COD 。． 除去は約80％達成さ

れた、

　小沢 ら
2｝は ブ ド ウ酒 オ リ廃水の 塔式散水ろ床法 に よ

る処理 に つ い て 検討 した．低 pH ，高 BOD ，高 SS の 廃

水を前 処理 す る こ とな く，直接処理す る こ とがで きた．
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